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平成２２年度事業報告 

 

平成２３年３月１１日に発生し東日本大震災に関し、亡くなられた方のご冥福をお祈りし、被

害にあわれた皆さまに心からお見舞い申し上げます。当協会も、大震災の翌日からイベント

やサークル活動を自粛いたしました。 

 

平成２２年度は、当協会が事業を開始して以来２０周年に当たり、関東、関西、中部で２０

周年記念事業を成功裏に実施できました。これも会員企業各位のご協力、ご支援の賜ものと

感謝申し上げるとともに、今後の新たなJASS活動の出発として位置付ける事が出来ました。 

 

平成２２年度は、前年度に比べ会費や機関誌などの大幅収入減とイベント事業等の減少

予想から、１３０万円の赤字予算を組まざるを得ませんでしたが、赤字脱出を図るべく期中に

おいて種々費用削減の施策を立案し、実行に移しました。 

 

２０周年事業等で９０１万円の特定預金取崩しを前提の１３０万円の赤字の収支予算に対

して、決算では９０１万円の特定預金を取り崩さず▲６４１万円でしたので、実質３９０万円プラ

スとなりました。 

 

非常に厳しい事業環境に加え東日本大震災の影響もありましたが、比較的に事業運営が

円滑に運べましたのは、ひとえに会員各位ならびに運営委員、世話役ほか皆様のご協力に

よるものと心より感謝申し上げます。 

 

会員各位には、「サラリーマンＯＢ／ＯＧの生き甲斐づくりの支援と、明るく活力ある長寿社

会の実現へ寄与する」という当協会の設立趣旨をご理解いただき、引き続き当協会にご支援

を賜りますようお願い申し上げます。 
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1. 組織運営 

（１）登録企業会員の状況 

平成２２年度は期中及び年度末で会員の退会があったものの、新たに２社が加入された

ため、平成２３年度開始時点の会員数は９４会員となりました． 

（２）企画者の状況 

  当協会のイベント・サークルを企画、運営いただいているのは、会員企業からご推薦い

ただいた運営委員および世話役の皆様でございます。年度末における各人数は次のとお

りです。 

 

ａ. 運営委員 

 関東地区運営委員会 ４６名 

中部地区運営委員会  ８名 

関西地区運営委員会 ３２名  

                        合計８６名 

b．世話役  

関東地区世話役   ４９名 

中部地区世話役    ４名   

関西地区世話役   ３５名   合計８８名 

 

2. 事業活動 

（１） イベント・サークル事業 

イベント数は前年度に比べ、６．５％減の２，２８０件となり、東日本大震災で中止したイベ

ント７１件を加味しても３．６％減でした。 

イベント参加者数は９．１％減、３，９９９人減の４０，０３０人となりました。東日本大震災で

中止したイベントが実施されていたとしても、６．３％減の４１，２５３人でした。 

 

サークル活動に関しては、ほぼ横ばいの１６６人減の２１，３３０人となりました。２２年度期

中でのサークル数は３サークル増え８７サークルでした。 

 

以上の結果、イベントとサークルを合わせた延べ参加人数は、６１、３６０人となり前年より

６．４％減、４，１６５人の減少となりました。もし、東日本大震災がなかったとしても、 

５．９％減の６１，６８３人でした。 

 

（２） 機関誌事業 

年 4回発行の機関誌「JASSネット」の発行部数は、２１年度の年間で９万８千部に対し、 
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７万９千部でした。 

また会員企業その他の広告を機関紙に掲載し、広告収入１６０万円を機関誌事業収入と

して計上いたしました。 

 

 

（３）相談事業 

従来、サラリーマン OB/OG の生活支援策としての弁護士・税理士による法律と税務相談

を行ってきましたが、利用者が大幅に減り事業の継続の重要性が低下した為、２３年１月から

法律と税務相談事業は撤退いたしました。なお、国際長寿センターと提携した介護支えあい

相談、およびＦＰによるファイナンシャル・プラニンング相談はいずれも無料で継続していま

す。 

 

３．その他活動 

（１）ホームページの活性化 

平成２０年度夏にホームページを一新して以来、今では毎月６、０００名のアクセスまでにな

りました。参加者への豊富な情報をタイムリーに提供し、且つ参加者からのイベント申し込

みやご意見に対し迅速対応を可能にしました。主な状況は次の通りです。 

① 平成２１年８月末に新ホームページに移行して以来１９カ月間で２２８件のイ

ベント活動の紹介記事が掲載されました。 

平成２１年度は９カ月で６０件（月当たり６．６件）に対し、 

平成２２年度は１６６件（月当たり１４件）と飛躍的に増大しました。 

イベント参加者やイベント企画者からの積極的な投稿によるものです。 

② 機関誌「ＪＡＳＳネット」に掲載されるイベントやサークルは、種々の事情で中

止や変更が発生しますが、毎日タイムリーに中止、変更情報をホームペー

ジを通じて開示することでサービス向上を図りました。 

③ また、ホームページからのイベント申し込みも大幅に増大し、２５％を超える

利用になりました。ハガキや FAX の申し込みに対し、自動的に事務局のコ

ンピュータで処理することができる為、大幅に省力化が図られてきました。 

（２）企画書や精算書のコンピュータ処理化 

運営委員や世話役の協力で、企画書の作成や、イベント活動の実績報告、精算

書が手書きからパソコン入力者が急速に増大し、事業効率の向上が図られました。

特に、企画書は大半がパソコン入力になり、原稿作成から JASS ネット発行まで

のリードタイムが大幅に短縮されました。 

 

以上 

 


